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シリーズ

江
戸
時
代
の
姿
を
残
す
寺
町

は今回のモノ語
りと関わる藩主

▲明治 2年の寺町絵図。寺院の場所
や道は、現在とほぼ同じ

久留米歴代藩主

　初代 豊氏　初代 豊氏 とようじ とようじ

　二代 忠頼　二代 忠頼 ただより ただより

　三代 頼利　三代 頼利 よりとし よりとし

　四代 頼元　四代 頼元 よりもと よりもと

　五代 頼旨　五代 頼旨 よりむね よりむね

　六代 則維　六代 則維 のりふさ のりふさ

　七代 頼徸　七代 頼徸 よりゆき よりゆき

　八代 頼貴　八代 頼貴 よりたか よりたか

　九代 頼徳　九代 頼徳 よりのり よりのり

　十代 頼永　十代 頼永 よりとお よりとお

十一代 頼咸十一代 頼咸 よりしげ よりしげ

▲遍照院の入口にある寺町の観光
案内図。宗派や各寺院に眠る久留
米ゆかりの偉人たちの墓を紹介

▲本泰寺の唐門は市有形文化財。
元禄年間（1688～ 1704）に建築


